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要旨
　精神疾患患者数が増加の一途を辿る中，精神疾患の重症化や長期化を防ぐため
に多くの研究がなされてきた。中でも，精神病未治療期間（Duration of 
Untreated Psychosis：以下 DUP）は，数少ない予後を予測する因子として注目
を集めており，DUP は短いほどその後の経過が良好であると数多く報告されてい
る。この DUP に関する研究は諸外国を中心に発展しており，海外の研究報告を紹
介する日本の文献も多い傾向にあった。
　よって，本研究では諸外国の検索サイトである CENALL における「DUP」に
関する 109 文献を対象として文献内容を検討し現代における DUP に関する研究
の動向を明らかにした。
　結果として，1990 年代よりイギリスやオーストラリアを中心に早期介入が行わ
れて以来，2003 年から早期介入の成果を報告する文献が発表された。この研究知
見の発表以来 2008 年より文献数は増加し，2014 年から DUP の対象が一般の精
神疾患に拡大したことでさらに文献数が増加した。文献の内容は，「DUP と転帰」
が最も多く，「DUP の長さ」「DUP に影響する要因」「受診経路」など多岐に渡っ
ていた。しかし，DUP は社会的・文化的背景にも大きく影響し，国や地域によっ
て結果が異なっているため，DUP を短縮するためには，諸外国における動向を参
考に，日本社会における影響要因を配慮した日本独自の対策が求められると示唆
を得た。
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1．問題の所在
　現在，精神及び行動障害の患者数は増加の一途を辿っており，平成 29
年度の患者調査における外来患者数は 260,900 名であり 1），平成 20 年よ
りも増加傾向にあった 2）。また，入院患者数においては，他の疾患より
最も多く 252,000 人であった 1）。これらのデータからもわかるように，
精神および行動の障害は外来患者数が多いだけではなく，一度発症する
と完解と再燃を繰り返し，入院治療を含めた長い期間の治療が必要とな
る 3）。
　長い治療を要する理由の一つに，精神病未治療期間（Duration of 
Untreated Psychosis：以下 DUP）がある。この DUP は臨床結果との関
係性が強調されており，DUP が短いほど重症化 4）を防ぎ，再発率を低下
させ 5）地域生活を可能にすることが報告されている。しかし，日本の
DUP は，平均で 1 年以上と長く 6）社会全体において早急な対策が求めら
れている。ところが，DUP 短縮には多くの課題が報告されており，社会
全体において精神疾患に関する知識が不足 7）していること，精神疾患に
対するスティグマ 8）や精神疾患の好発年齢が思春期・青年期の時期であ
ること 9）など，複雑に絡み合っている。
　欠ノ下 10）は日本の DUP に関する文献を検討し，DUP の研究はイギリ
スの早期介入プロジェクト研究から始まり，研究報告の中には諸外国の
研究を紹介する内容が多く，特に 2017 年以降は海外の研究が多かったと
報告した。また，DUP に関する研究は諸外国の動向に影響を受けながら
発展していることを明らかにした。
　したがって，諸外国における DUP に関する文献を検討し DUP に関す
る研究の動向について明らかにすることを本研究の目的とした。
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2．方法
　平成 30 年 12 月 1 日から令和元年 5 月 31 日まで，「Duration of 
Untreated Psychosis」および「DUP」のキーワードで検索した諸外国の
医療雑誌の検索サイト CENALL の 120 文献の中から，short letter　と
学会の Abstract を除いた 109 文献を分析の対象とした。文献が増加した
2008 年と 2014 年に着目し，2003 年から 2007 年，2008 年から 2013 年，
2014 年から 2019 年の 3 つの時期に分け動向をまとめた。また，書かれ
ている内容別に類似性・共通性の観点から，カテゴリーごとに内容をま
とめた。
3．結果
1）文献の発行年における研究動向
　文献の発行年による分類では，2003 年の文献から少数で推移し，2008
年より増加し，2014 年で再び増加した（表 1）。以下，文献数の増加に転
じた 2008年および 2014年に着目しDUPに関する文献の動向を検討する。
図 1　発行年別の文献数の推移
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（1）2003 年から 2007 年
　2003 年の最初の研究は，1988 年にオーストラリアで始まった精神疾
患の早期発見，早期治療を目指した早期精神病予防介入センター（Early 
Psychosis Prevention and Intervention Centre：以下 EPPIC）による
成果報告であった 11）。一般的なメンタルヘルスサービスのデータと比較
し EPPIC のデータにおける DUP の長さ，入院や隔離の割合，受診時に
警察を巻き込む割合において低かったと報告した 11）。同じく 2003 年に
イギリスで行われた精神疾患の予防および早期介入プログラム
（Prevention and Early Intervention Programme for Psychoses：以下
PEPP）における治療の 1年後の成果を明らかにした。PEPPの活動によっ
て，早期に治療を受けた対象者は，非定形抗精神病薬の内服量が減少した。
さらに，対象者の 75％は症状が改善し，QOL と認知機能が有意に向上
したと報告した 12）。
　2004 年には，オーストラリアの研究者と共同で長い期間治療を受けて
いないインドの統合失調症患者に対して治療を行った成果を明らかにし
た。1 年後の結果として，DUP が長いほど，臨床的，仕事的，国際的尺
度で良い状態である患者の割合は低下した 13）と報告された。そして，
2005 年には，シンガポールにおいて，攻撃性をもつ患者は，攻撃性歴を
持たない者に比べて有意に DUP が長かった 14）ことが明らかになった。
　2006 年には，イギリスおいてブラックアフリカン患者は，ホワイトブ
リティッシュ患者よりも DUP が短く 15），カナダやアイルランドにおい
ては，より DUI が短いことで症状は改善し 16），短い DUP は，良い病前
機能，文字抹消試験，数唱テスト，神経心理的テストで有意により良い
結果と関連した 17）。また，イギリスでは早期発症性の統合失調症患者は，
貧しい幼少期や思春期における病前適応スコアや社会適応自己評価スコ
ア 18）とネガティブに相関していたことが明らかになった。
　このように，2003 年から 2007 年にかけて早期介入プログラムを実施
しているオーストラリア，カナダ，イギリスが先行して，早期介入の成
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果や DUP 短縮の意義を報告した。
（2）2008 年から 2013 年
　2007 年までの研究知見の報告を受け，2008 年から様々な国において
「DUP に影響する要因」「DUP とその後の転帰」「DUP と画像診断」「受
診経路」「DUP 短縮と経済効果」などの研究知見が報告された。
　イギリス，アメリカ，カナダ，オーストラリアにおいて長い DUP に影
響する要因として 19），対象者に関する要因や家族に関する要因が報告さ
れた 20）。また，義務的危険基準を満たし非自発的治療の対象である患者
の DUP が長いことも裁判所の報告より明らかになった 21）。
　スイス，フィンランド，スペイン，ノルウェー，オーストラリア，デ
ンマーク，アイルランド，アメリカにおいて DUP とその後の転帰に関し
て数多く報告されていた。長い DUP は 1 ～ 2 年後の短期予後だけでは
なく，10 年後の長期予後にも悪い影響を与えており 22），長い DUP は患
者のその後の人生にまで大きく影響を与えていた。
　また，ドイツ，アイルランドにおいて受診経路の特徴や，カナダ，フィ
ンランド，イギリスにおいて DUP の長さと脳の画像診断の関連について
も報告されていた 23）24）。さらに，オランダやイギリスをはじめ，パキス
タンなどにおいて文献研究やメタ分析も行われており，DUP の長さと転
帰について報告されていた 25）。
　このように，2008 年から 2013 年にかけて，DUP 短縮の意義となる
DUP とその後の転帰だけではなく，DUP を短縮させるための方策を考
える手立てとして，受診経路の特徴を明らかにする研究も見られるよう
になった。
（3）2014 年から 2019 年
　2014 年には、DUP 研究を牽引してきた国際早期精神病学会（International 
Early Psychosis Association: 以下 IEPA）が学会名を精神疾患全般の早
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期発見，早期治療の重要性を伝えるために IEPA Early Intervention in 
Mental Health に変更した 26）。このことも影響して 2014 年から文献数
が著しく増加し，統合失調症以外の双極性障害や摂食障害に関する DUP
短縮の文献が見られるようになった。また，文献の内容は「DUP に影響
する要因」「DUP とその後の転帰」「受診経路」「文献研究」に加えて，「DUP
と画像診断」や「DUP 短縮と経済効果」などが報告されていた。また，
DUP に関する内容や発表国もさらなる広がりを見せていた。
　韓国，シンガポール，イタリア，ドイツ，アメリカ，スペイン，カナ
ダにおいて，DUP の長さと長期や短期の転帰との関連について多く報告
された。また，カナダ，フランス，南アフリカ，アメリカ，オーストラ
リアにおいて，DUP の長さに影響する要因についても報告されていた 27）
28）29）30）。アメリカでは殺人，暴力，自殺と DUP の関係に関して，イギ
リスやアメリカでは受診経路に関して，また DUP の期間内の対象者の主
観的な困難性に関しても報告されていた 31）。
　さらに，イタリア，ドイツやイギリスでは摂食障害 32）や双極性障害患
者 33）の DUP に関する研究がされており，初回エピソード精神病以外の
疾患と DUP の関連について報告されていた。
　DUP に関する文献研究も多く，メタ分析においては長い DUP は認知
機能と関連があるとした 34）。一方で，DUP ではなく DUI の方が重要で
あるとした文献や前駆症状の緩和や発症の可能性について報告している
文献 35）36）もみられた。この文献研究では研究の限界，批判的な分析 37）
38）や倫理的な問題も報告されていた。
2）DUPの長さ
　本研究の対象文献において，DUP の長さを調査している文献が 21 文
献あった（表 1）。それぞれの文献において，平均値と中央値で表記され
統一されていなかった。DUP の長さが報告されている 20 文献中，最も
長かったのは，2015 年のアメリカにおける文献であり，DUP の平均は
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193.5±262.2 週であった 39）。一方，DUP が最も短かったのは，2014 年
のスペインにおける文献であり，DUP の平均は 65.0±6.9 日であった 40）。
　また，DUP の長さを割合で報告している文献もあり，DUP が 12 か月
以上が 32.6％，6-12 か月が 17.8％，6 か月未満が 32.8％であった 41）。
DUP は幅が広く，同じ国でも地域が違えば DUP の長さが違うことや，
調査した時期によっても DUP の長さは異なっていた。しかし，現代にお
いても DUP が依然長いのは日本だけではなく，諸外国にとっても大きな
課題であることが，明らかになった。
表 1　研究対象者の DUP の長さ
発行年 対象者 平均 中央値
201842) カナダ 15.57 週
201843) フランス 1.5 年
201835) 中国 25.4（±21.6）週
201644) エジプト 36.93（±45.27）か月
201645) 韓国 15.48（±19.49）か月
201546) シンガポール 14.2 か月 6 か月
201547) イタリア 145.4（±141.9）週
201548) イタリア 3.67（±5.94）年
201549) 南アフリカ 27.2（±56.7）週
201539) アメリカ 193.5（±262.2）週 74 週
201440) スペイン 65.0（±6.9）日 47.5 日
201450) スペイン 65.3（±54.7）日 49.5 日
201151) イギリス，カナダ 67.0（±109.2）週 23.6 週
201052) ブラジル 4.1 週
200953) アメリカ 24.5 週
200954) アメリカ 46 週
200855) アメリカ 23.4 週
200756) アイルランド 11.25（±7.1）か月
200757) カナダ，イギリス 2.9（±3.71）か月
200311) オーストラリア 約 469 日 92 日
3）DUP	に関する内容
　本研究における 109 の対象文献の記述内容は，「DUP の転帰」が一番
多く 39 文献であった。次いで，「受診経路」が 34 文献，「DUP の長さ」
が 21 文献，「DUP への影響要因」が 20 文献，「文献レビュー」が 11 件
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であった（図 2）。以下，内容毎に記述する。
図 2　DUP に関する文献の内容
（1）DUPと転帰
　本研究において 109 の対象文献の中で，最も多い 43 文献で調査されて
いたのは「DUP と転帰」であった。この項目は，2003 年のオーストラ
リアの文献から 2019 年の文献まで継続して研究されており，DUP 短縮
の意義として様々な内容が報告されていた。長い DUP の転帰と短い
DUP の転帰の両方から報告されているばかりではなく，DUP よりも早
い前駆期から治療までの期間について報告している文献も多くみられた。
①短い DUP と転帰
　DUP は短いほど，陽性症状の早期改善 51）58），洞察力の向上 59），陰
性症状の改善 60）61），臨床的改善 50）62），記憶タスクと前注意視覚タス
クの優れた性能 63），向精神薬治療のより早い反応，親を失わない 64），
より良い予後が予測できる 65）と多くの成果を報告した。
　また，リカバリーにはより良い病前適応力と社会的認知機能の向上
が相関していた。病前の適応力，短い DUP，薬物療法のタイプ，医療
に対する態度，そして，抑うつ症状の種類と社会認知は，1 年後のリ
欠ノ下　郁子
聖心女子大学大学院論集　第 41 巻 2号（通巻 57 号）2019 年 10 月
—  58  —25
カバリーの可能性を決定していた 66）。良い治療反応の予測因子は，女性，
精神病の発症がより遅く，高い教育レベル，高い職業的ステイタスと
短い DUP67）であった。
②長い DUP と転帰
　DUP は長いほど，CBT（認知行動療法）へのアドヒアランスは低下
し 68），病前に IQ が低いグループは全般的な認知が低くなる 69）。また，
DUP が長いと，より強い陰性症状 70）71），より長い初回入院期間と最
初の 2 年間の再入院のリスクの増加 72），障害年金の公算の減少 72）やよ
り精神的な症状の出現 73），臨床的，職業的，国際的尺度で良い結果の
割合が低下する 13）とした悪い結果と関連していた。
　さらに，統合失調症感情患者は長い DUP を有意に持っており，33％
の患者は双極性障害から診断名がシフトしていた 74）。
③長期予後の予測因子
　長い DUP は 10 年後の乏しい結果を予測すると報告された。その要
因として，貧しい病前機能，ベースラインの陰性症状，長い DUP が挙
げられた 22）。また，長期予後の調査において，最初の 3 か月の治療が
不十分で症状が軽減しない場合は，長期予後が悪くなるリスクあり，
特に病前の社会機能の悪化，少なくとも 6 か月の DUP，診断名が統合
失調症スペクトラム障害の場合は特にその傾向があると指摘した 75）。
④ DUP と関連のない要因
　DUP とその後の転帰に関連がない要因も明らかにされており，前述
した関連要因と相反する内容も見られた。
　まず，長い DUP は基準より悪い認知と関連はなく 56）76）77），神経認
知的と社会認知パフォーマンス 78）も関連しないと報告した。また，
DUP の長さは，雇用，生活の質，または病院での治療と関連せず 79），
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メタ認知トレーニングの治療プログラムの成果とも関連しなかった 80）。
　一方，DUP の長さは関係なく，より長い DUI は入院期間が長く，
躁病やうつ病の再発率の上昇，GAF（国際機能アセスメント）スコア
の低下と相関した 48）。また，初回エピソード精神病患者の認知的機能
における DUP の長さは効果がなく，DUI の長さは最低限の効果 81），
自己回復感低下 82）とより高いエンゲージメントスコア 83）と関連があっ
た。そして，2 年後の改善状態への影響要因は，より良い病前の適応力，
発症年齢が遅いこと，医療に対するアドヒアランスが高いこと，そし
て DUI が短いことが報告されていた 16）。このように，DUP よりも
DUI の長さがその後の転帰に大きく影響を与えるとした文献も報告さ
れていた。
⑤ DUP と画像診断
　本研究において，DUP の長さと脳の画像診断についての文献が 2 文
献みられた。長い DUP の患者は，眼窩前頭領域における灰白質の量が，
頭頂領域における脳全体の灰白質量と同じくらい有意に減少していた。
統合失調症スペクトラム事例は左側の直腸に関わる脳回に限定されて
いた 23）。また，DUP の長さは右の辺縁領域と右の海馬密度の減少とポ
ジティブに関連がみられた 58）と報告された。しかし，2 文献とも，
DUP の長さは，脳脊髄液もしくは灰白質や白質の量と相関はなかっ
た 23）58）。さらに，左の海馬の体積完全性と DUP に関連がみられたが，
右の海馬の体積完全性は DUP の長さと関連が無かった 84）。
　また，DUP の長さと脳の神経毒性について 3 文献がシステマティッ
クレビューを報告していた 85）86）87）。メカニズムとしてドーパミンの亢
進は，視床下部の脳下垂体副腎の活性化と持続的なカテコラミンの活
性が延長させていることを仮定した。しかし，永久の構造変化や抗精
神病薬を通して元に戻るかは疑問のままであると結論付けた 85）。さら
に，検討した 35 文献中 16 文献は仮説を支持しておらず，DUP の長さ
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と神経毒性が関連するとの仮説は，実験上の証拠は乏しいと批判し
た 86）。同様に，DUP と脳の関連の割合は低く研究知見は矛盾しており，
多くの研究において，方法論的限界があり，予防について強く結論が
描かれていた 87）と，DUP に関する研究を批判的に分析し問題提起さ
れていた。
⑤ DUP と自傷他害について
　本研究において，「DUP と自傷他害」に関する 4 文献がみられた。
特に，自殺を行った患者の 70％は精神疾患の治療前に自殺を行い，治
療されていない期間の自殺企図は，より多いうつエピソード，病気の
発症年齢がより若い，加えて最後の 6 か月にドラックを使用しており
DUP が長いことが関連していた 88）。また，攻撃性をもつ患者は，攻撃
性歴を持たない者に比べて有意に DUP が長かった 14）。
　文献レビューは 4 文献あり，DUP の長さと暴力的態度もしくは激し
さは関連が無いと報告した。一方で，1 文献は DUP の長さと深刻な暴
力は関連していると報告した。また，初回エピソード精神病は殺人の
リスク増加と関連しており，深刻な暴力や攻撃性に対する DUP の長さ
の影響については，いくつかの限定的なサポートがあると報告した。
暴力的な行動は，初回エピソードが始まる前に頻繁に発生し，物質使
用障害は，暴力の危険性を高める追加の要因であったと結論付けた 89）。
⑦早期介入プログラムの特徴と成果
　ロンドンの早期介入サービスを受けているクライエントは，男性，
独身，無職，そして黒人出身もしくはマイノリティなエスニックグルー
プである。一番多かったのは，入所時の貧しい社会機能であり，38％
以上は薬物乱用問題があり，23％は 6 か月以前に自傷他害があった 56）。
また，イギリスにおいて新しく紹介した早期介入サービスは，DUP を
減少させ，6 か月以内に治療をした割合を増加させた 91）。
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　カナダの PEPP（予防と早期介入プログラム）で治療された患者の 1
年間の結果として，抗精神病薬の少ない使用や，高い割合で維持また
は改善していたと報告した。また，有意に向上したことは，生活の質
と認識であった。短い DUP と病前の適応力は陽性症状と陰性症状それ
ぞれに関連していた。系統的なサービスへのアクセスの向上は，DUP
が 50％より減ると治療を受ける事例の数が増加した 90）。また，カナダ
における特別な早期介入を行った患者の 2 年後の再発率の調査結果と
して，高い割合の医療に対するアドヒアランスと低い再発率が観察さ
れた。高い再発率は追跡している間，薬物乱用の合併の診断と関連し
た 19）。
4）受診経路
　本研究において，受診経路について 34 文献が報告された。内容として、
援助要請行動をとる人や場所について，また援助要請行動を遅らせる要
因について報告された。
（1）最初の援助要請先
　最初に援助を求める場所として，親 92），親戚 92）47），健康の専門家 47）
93），かかりつけ医（家庭医）47）94），精神科医関係者 47），精神救急サービ
ス 95），神経学者 47），心理学者 47），一般病院 96），地域のサービス 54）など
が挙げられていた。また，インドネシアでは，大半の対象者が医療の専
門家を訪れる前に，伝統的，代替的な癒しへ訪れていたと報告した 92）。
北マラウィにおいては，対象者の大半は決定要因として病気は魔力，悪
霊が取り付く，呪いといった社会文化的要因のせいにされていたと報告
した。さらに，原因の認識は受診経路や援助要請行動にも影響してい
た 97）。黒人アフリカ系患者は，救急部門にコンタクトする確率が高い 98）
と報告しており，最初に援助を求める先は文化や社会的背景に影響を受
けていることが明らかになった。
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　一方，対象者の 66% は最初の精神症状は介入がなくても自分自身で解
決できると信じられており，最初に精神症状が出現した時に最も使用さ
れた情報源はインターネットであった 99）。
（2）援助要請行動を遅延させる要因
　DUP の長さを決定する要因の一つに，援助要請行動の遅れがあり，こ
の援助要請行動の遅れは，17.6（±45.0）週であると報告された 47）。また，
援助要請行動を遅らせる要因は，精神疾患に対するスティグマと重い精
神症状を悪いとみなすことであった 47）。
　さらに，患者が最初に精神科以外の健康ケア専門家へコンタクトす
る 92）ことや，伝統的な健康専門家にコンタクトすることは，受診経路に
おいてコンタクトする数が多くなることから長い DUP と関連してい
た 94）。対象者の診断名と低い経済状況を調整した後にそれぞれに適した
受診方法を促すと，最初に医療救急サービスに受診する割合がより低く
なった 54）。
　一方，早期発見グループは，より友達に最初にコンタクトしており 100），
女性であること，病前の適応力がより良いこと，そして陰性症状が少な
いことは援助要請の遅延が短いことと関連していた 101）。さらに，援助要
請行動を行う際に家族を巻き込むことは援助要請の遅延を短くするが 101），
近所との関わりは DUP の長さに影響しなかった 102）。しかし，近所と社
会的に寸断された方が DUP は長いと報告した文献も見られた 103）。
（3）紹介先
　患者は症状が現れた際に，直接精神医療に繋がらずに，37％が入院施
設から，21％がプライマリーケアから，16％は危機および在宅治療チー
ムから，8％は地域精神保健チームから，6％は他の早期介入サービスから，
そして 9％は小児および青年からメンタルヘルスサービスへ紹介し最終
的な精神医療への受診に至っていた 104）。南アフリカでは，一般病院が
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73.1%，次いで伝統的，宗教的癒しが 11.5%，かかりつけ医，精神科ク
リニック，一般のクリニックがそれぞれ 3.9%，ソーシャルワーカーと警
察がそれぞれ 1.9% であり，それぞれ紹介を経て精神医療へ受診に至って
いた 94）。また，参加者の半分以下は彼ら自身で援助を要請しており，援
助を要請した人の 25％は DUI の間に行っていた。精神病の家族歴があ
る人と病前の低い適応は，彼ら自身で援助を要請しない傾向にあった。
精神病を発症してから効果的な治療までの遅延は，援助要請の遅れ，健
康システムの遅れの間で均等に分かれていた 101）。
　このように，自ら精神医療へ直接受診することが最短であるが，途中
に色々な人や医療機関を介して精神医療に至るため，関わる人すべてが
共通の認識をもって支援に当たることが必要になると考えられた。
5）DUPに影響する要因
　本研究において，20 文献が DUP の影響要因に関する内容を報告して
いた。短い DUP に影響する要因と長い DUP に影響する要因の両方から
報告されており，当事者のみならず家族や近所，さらには民族や文化の
影響においても幅広い影響要因が報告されていた。
（1）短いDUPと影響要因
　DUP の短い要因としては，白人ブリティッシュ系よりも黒人アフリカ
系であること 15），急性発症 55），より良い家族の強み 53），より良い家族の
対処能力 53），結婚や別居もしくは離婚していること 46），中等や高等教育
を受けていることと感情精神病や一過性精神障害であること 46），良い病
前機能，良い文字抹消試験や数唱テストや神経心理的テストスコアが高
いこと 17），ピアサポータの関わり 57）などが挙げられていた。
（2）長いDUPと影響要因
　DUP の長い要因としては，ニートであること 42），発症年齢が若いこと
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39）49）43）105）106），年齢が高い 46），男性 105），神経質な性格 53），非就職 107），
中国よりインド民族であること 46），移民であること 105），物質使用障害 39），
大麻使用障害 43），より長い大麻の使用 41）43）106）108），陽性症状や一般的
症状の重症度 39），機能の低下 39），外来治療からの紹介 94），病前のアルコー
ル使用 109），潜行性の発症 55），情報提供者のより高い洞察力と気づいた支
援者が負担に感じる高いレベル 53），別居・離婚・死別 110），関係者と一緒
に住んでいない 52）などが挙げられていた。さらに，精神病の発症，監禁，
幼少 / 青年期の虐待は，すべて独立した DUP の予測因子であった 111）。
　一方で，12 か月よりの長い DUP は，発症年齢が高い，女性，地方自
治体周辺に住んでいる 41）などの要因が挙げられており，他の報告と異なっ
ていた。
6）その他
　その他については，11 文献において報告されていた。DUP に関連し
た内容は予後に関することから経済効果や今後の課題まで多岐に渡って
いた。
（1）治療に必要な要因
　現代において DUP の長さに注目が集まっているが，DUP よりも一般
の症状や自殺未遂歴が長期的認知機能の危険因子である 112）と報告した。
また，難治性統合失調症は非難治性統合失調症グループよりもドーパミ
ン超過敏性精神病の割合は著しく高く 113），非アドヒアランスは DUP，
効果的医療範囲の洞察の欠如，治療同盟のレベルの低さと一緒に上昇す
る 114）と報告した。このように，DUP の長さのみが治療効果や予後を決
定するわけではなく，精神疾患患者の転帰を決定するのは，多くの要因
があり，その中の一つの要因が DUP であった。
　また，対象者の批判的なコメントはより強く DUP と関連しているのに
対し，家族が感情的に過剰に巻き込まれることは，家族のストレスと相
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関していた 115）。このように，精神疾患の激しい発症は，早期に発見しや
すいため DUP が短縮しやすいが，さまざまな症状が出る発症時は家族の
ストレスも高いことが明らかになっており，患者のみならず周りの人に
対するケアの必要性が示唆された。
（2）経済効果
　最初の 12 か月を超えると，南ロンドンのアウトリーチや支援の費用対
効果の介入はいつもの支援より 1872 ポンド高くなる。しかしながら，24
か月後には，いつもの支援より 961 ポンド低くなった 20）。
　このように，精神疾患を発症すると慢性的に病気と付き合っていくこ
とが多いため，社会全体に対する経済的負担が大きい 116）。しかし，初期
治療を重点的に行うことによって，その後の経済効果が大きいことが明
らかとなり，少子化の日本において早期介入を積極的に行う意義は一層
高いと考えられた。
（3）今後の課題
　文献レビューが 11 文献あり，対象となる文献をそれぞれ検討していた。
DUP が 9 か月より短い人は，DUP が 9 か月より長い人より陰性症状が
減少した 116），一方で，長い DUP は，一般的な症候性転帰不良，より重
篤な陽性および陰性症状，寛解の可能性の低下，社会的機能不良と関連
しており 79），10 年間の追跡で高い死亡率とも関連していた 119）。このよ
うな DUP の長さと予後に関する報告や，人種もしくは民族と DUP の研
究はグループ間において差異の証拠が見つからなかった 119）。
　一方で，正しい診断の割合は全体で 84.4％であり，双極性障害の
（80％），また他の精神疾患（85％）から統合失調症（87％）と診断され
た 120）。このように，早期に医療を受診できたとしても医療側が適切に診
断できなければ，治療は開始されないといった課題や精神病の発病と治
療の開始の定義は，研究間で一致していなかったとした課題も報告され
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ていた。今後，さらなる DUP の研究を発展させるためには，用語の定義
を共有しながら，研究を積み重ねる必要性が示唆された。
4．結論
　本研究では，医療雑誌の検索サイトである CENALL において，「DUP」
をキーワードに検索した 109 文献を検討することで，現代の DUP に関
する研究の動向を明らかにした。主な文献の内容は，「DUP と転帰」「DUP
の長さ」「DUP に影響する要因」「受診経路」など多岐に渡っていた。し
かし，DUP は社会的・文化的背景も大きく影響し，国や地域によって結
果が異なっているため，DUP を短縮するためには，諸外国における動向
を参考に，日本社会における影響要因を配慮した日本独自の対策が求め
られると示唆を得た。
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